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研究成果の概要： 

 
本研究では、占領期日本における文学研究の一環として、総合雑誌・文芸雑誌を中心に、こ

の時期の雑誌全般に焦点をあてた。三年間の研究を通じて、第一に雑誌において行われた占領
期の検閲の実態を調査すること、第二にそこで得られたデータをもとに、作家・作品とメディ
ア・編集者・出版社との相互関連性を総合的に解明することを目的とし、その結果、GHQ／
SCAPの検閲と占領期の文学の状況を立体的に浮かび上がらせる基盤を整備した。成果の一部
は、『占領期雑誌資料大系 文学編』全 5巻（岩波書店、2009-10 年）に示される予定である。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,500,000 0 1,500,000 

2007 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度  

  年度  

総 計 3,300,000 540,000 3,840,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：日本文学 
キーワード：(1) 日本近代文学(2)雑誌 (3)メディア (4)占領期 (5)検閲 
 
 



 

 
１．研究開始当初の背景 

 
研究開始当初は、第二次世界大戦後、日本の

占領期の文学研究への関心は少しずつ高まって

はいたが、実際の研究は著についたばかりであ

った。さらに、作家・作品とメディア・編集者・

出版社との相互関連性という視点からの研究は、

資料面の制約もあって、未開拓であるといって

も過言ではない状況にあった。 

そのような背景もあり、作家・作品に限定す

ることなく、雑誌というメディア・編集者・出

版社と文学との相互関連性という視点から、占

領期の文学にあらわれた問題を具体的な資料に

基づいて総合的に解明することは、重要な課題

であった。したがって、研究開始当初において

は、以上のような視点からの研究プロジェクト

が、急務であると考えられたのである。 

このような研究課題を立てることが可能とな

った背景には、占領期メディア研究の主導者・

山本武利（早稲田大学教授）が主宰する「占領

期雑誌研究会」に所属し、他分野の研究者との

意見交換ができる研究環境があった。さらに、

20世紀メディア研究所で製作された「占領期新

聞・雑誌資料データベース」を活用したことが、

本研究テーマを進めるにあたって、大きなプラ

スとなった。 

また、膨大な資料からは、本研究が単独でで

はなく、研究チームを組んで推進する方が、よ

りよい成果が現れやすいと同時に、公共性をも

つと判断された。したがって、後掲の研究協力

者の援助を仰ぎながら、研究を進めることにな

るのである。 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究における目的は、第二次世界大戦後、

占領期日本の文学テクストにうかがえる検閲の

特色を、掲載誌および発行元との関係に留意し

ながら検討することであった。対象としたのは、

総合雑誌・文芸雑誌を中心とするこの時期の雑

誌全般であり、そこに掲載された文学テクスト

であった。 

研究対象として総合雑誌・文芸雑誌を選んだ

のは、主要な作家の作品を掲載してきた歴史が

あるからであり、とりわけ総合雑誌は政論を掲

載するマスメディアであることから、占領下に

おいて厳しい検閲の対象になっていた。すなわ

ち、総合雑誌・文芸雑誌には、GHQ／SCAPの

検閲と文学の表現との葛藤が特徴的にあらわれ

ていると考えられたのである。なお、複数の雑

誌を研究対象に選んだのは、各メディアにおけ

る検閲の違いを対照することで、占領期の検閲

の個別的で恣意的な側面を照射できるとともに、

各メディア間に見られる検閲の差異や齟齬を総

合的に検証することが可能となるからである。 

以上のような研究の目的から、研究を進める

にあたって、もっとも注目することになったの

は、鎌倉文庫という出版社であった。鎌倉文庫

から刊行された諸雑誌に焦点をあてたのは、作

家が深く関与し設立された出版社であることか

ら、出版社・雑誌・編集者・作家の相関関係を

探るうえで、鎌倉文庫は格好の対象となると考

えられたからである。事実、占領期日本の検閲

の特色を考えるうえで興味深い事例が認められ、

そうした具体的事例に即しながら、占領期日本

の検閲と文学の特色を考察することが研究の目

的となったのである。 

 
３．研究の方法 
 

研究の方法については、(1)調査方法、(2)国際



 

的学術交流、(3)他分野の研究成果の吸収、以上

の 3点に特に留意した。 

1 点目の調査方法。本研究を実施するためには、

戦後占領期の検閲資料を収集したプランゲ文庫

の調査が不可欠であった。したがって、長期休

暇を利用して、当該資料所蔵先のメリーランド

大学マッケルディン図書館ゴードンＷ．プラン

ゲ文庫の調査を行い、多くの資料を収集するこ

とが必要であったが、当初の目的は概ね達成で

きた。なお、プランゲ文庫所蔵の雑誌資料につ

いては、国会図書館、早稲田大学図書館にマイ

クロフィルムが所蔵されており、基礎資料にこ

れらを活用した。 

2 点目の国際的学術交流。本研究を推進するに

あたり、優れた日本研究を行っている海外の研

究者ならびに研究機関の協力をあおぐことが重

要であった。そのため、海外における、マスメ

ディア研究、日本文学研究の最新成果を吸収す

るため、ハーバード大学、コロンビア大学等で

の研究上の調査、意見交換を予定し、アメリカ

合衆国の日本学研究者、アーキビストと研究上

の有意義な交流を行うことができた。 

3 点目の他分野の研究成果の吸収。本研究に関

連する他分野の先行研究で、もっとも重視すべ

きは、山本武利『占領期メディア分析』(法政大

学出版局、1996 年 3 月)をはじめとする、メデ

ィア論、出版文化論の研究であった。第二次世

界大戦後日本の占領期のメディアと検閲に照明

をあてた、これらの研究の方法に学びながら、

マスメディアと文学をクロスさせた地点に現れ

てくる、占領期の検閲の具体的な相を解明して

いくことが、本研究の重要な方法であった。 

 
 
 
４．研究成果 
 

本研究における研究成果は、大きくわけて以

下の 3点に整理することができる。 

1 点目は、後掲の研究論文および学会発表であ

る。本研究の進行と呼応して公表した研究成果

の内容は、占領期文学の検閲の研究ばかりでは

ない。対象とする領域に狭く限定することなく、

深く関連する時代、あるいは隣接するテーマに

かかわる研究成果も選定し掲げた。 

2 点目は、基礎資料の収集と整理の成果が、今

年度から刊行開始となる『占領期雑誌資料大系 

文学編』全 5巻（岩波書店、2009-10 年）に結び

ついたことがあげられる。山本武利（早稲田大

学教授）を代表とし、川崎賢子（文芸評論家）・

宗像和重（早稲田大学教授）・十重田裕一を編

者に、後掲する研究協力者などがチームとなり、

研究が進められた。現在でも継続的に行われて

いるこのプロジェクトは、本研究の重要な成果

のひとつである。 

3 点目は、米国コロンビア大学で開催された、

国際シンポジウムの企画と研究発表（基調講演）

である。本研究で重視したことのひとつに、「研

究の国際性」があった。それを実現するべく、

鈴木登美・コロンビア大学教授と国際シンポジ

ウムを計画し、本研究にかかわる研究者を世界

各国から招待し、2009 年 3 月 6、7日の 2日間に

わたり、コロンビア大学で会を開催した。本研

究の協力者である、時野谷ゆり、Anri Yasuda、

Robert Tuck、Nathan Shockey の４人もこの国際

シンポジウムで研究発表を行い、本研究の関連

する成果をそれぞれ公表した。なお、この国際

シンポジウムの成果は、英語版・日本語版で公

にすることを検討中である。  
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